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中華人民共和国の国家発展改革委員会からの課徴金納付命令について 

 
 当社は、中華人民共和国の国家発展改革委員会から８月１９日、一部の自動車用部品の取引に

関し中華人民共和国独占禁止法に違反する行為があったとして、４４８８万元（約７億円）の課

徴金納付命令を受けました。 
 当社は、命令を受けたことを厳粛に受け止め、命令に従う予定です。また、さらなるコンプラ

イアンス体制の強化と再発防止策の徹底を図り、信頼回復に努めてまいります。 
 お客様をはじめ、関係の皆様にご迷惑とご心配をおかけし、深くおわび申し上げます。 
 なお、課徴金納付に伴う平成２７年３月期の連結業績予想の修正はありません。 
 

記 
 
１．経緯と命令の概要 
 当社は平成２６年５月６日以降、一部の自動車用部品の取引に関する国家発展改革委員会の

調査に協力してまいりました。 
 今般、一部の自動車用部品の過去の取引に関し、中華人民共和国独占禁止法第１３条（価格

の固定及び変更に係る独占的協定）への違反があったとして、課徴金納付を命じられました。 
 納付すべき課徴金の額は４４８８万元（約７億円）です。 

 
２．再発防止等 
 自動車機器事業本部では、平成２３年１０月１日付けで自動車機器コンプライアンス室を設

置し、内部規程の見直しやコンプライアンスに関する従業員の再教育を行ってきました。 
また、独占禁止法のみならず各法令の遵守を強固なものとし実効を高めるため、当社から独

立した外部委員を含めて構成した特別委員会に提言を求め、全社レベルでの再発防止策を策定

し、平成２４年１０月１日付けで全ての本部内に設置したコンプライアンス部を中心に展開し

ております。 
 今後も当社は、コンプライアンスの再徹底とさらなる強化に全社を挙げて取り組んでまいり

ます。 
以上 

 
（参考）当期連結業績予想（平成 26 年 7 月 30 日公表分）及び前期連結実績 

 売上高 営業利益 
税引前 

当期純利益 
当社株主に帰属

する当期純利益

当期連結業績予想 
（平成 27年 3月期） 

百万円 
4,220,000 

百万円 
260,000 

百万円 
260,000 

百万円 
175,000 

前期連結実績 
（平成 26年 3月期） 

百万円 
4,054,359 

百万円 
235,172 

百万円 
248,990 

百万円 
153,473 

 


